「コーチ力」が生徒を育てる

「コーチ力」のある大人は、生徒を元気づけ、生徒の為になる生き方をしています。

でも、それは、決して自己犠牲ではありません。なぜなら、生徒を勇気・元気づけるだけでなく、実は自分自身をも元気にし、エネルギーを高めているからです。

スポーツ心理学に「ミラーの法則」というものがあります。生徒に対して抱いた感情や態度は、そのまま自分にはね返ってくる、という法則です。簡単にいえば、「貴方を笑わせれば、自分も笑える」というようなことです。

この法則にあてはめて考えれば、「コーチ力」のある生き方こそ、自分自身がよりよく生きる為の方法にほかなりません。

つまり、生徒を元気づけ、やる気にさせる生き方をすれば、ミラーの法則に基づいて、自分自身も元気になり、やる気になるのです。より多くの生徒に対して「コーチ力」を発揮することができれば、どんどん自分自身のエネルギーも高まることになるのです。

コーチ力を高める方法

挨拶をする （子供へのコミュニケーション）

　　　挨拶は、その人の存在を認め、自分とのつながりを感じさせる大切な手段です。

　　　ミラーの法則に従えば、「挨拶をする→相手の存在を認める→元気が出る→自分も元気がでる」というプロセスが成立します。つまり、挨拶は、自分のためにするものでもあるのです。

聞く力 （生徒の話を聞いてあげる）

　　　生徒は誰でも、自分の話を聞いてほしいものです。聞いてもらえれば、自分の存在を認めてもらえたと思うからです。話を聞いてもらえない時の自分を考えてください。おもしろくないでしょう。寂しくなって、元気もなくなるでしょう？今、多くの人が寂しかったり、余裕のない毎日をすごしていたりして、じっくり話を聞く機会が減っています。この悪循環を断ち切りましょう。

共感する （セルフコーチング）
　　　共感されると、生徒はさらに社会・学校・大人とのつながりを感じ、自分の存在意義を見出します。共感するとはどういうことだと思いますか？　共感とは、自分に置き換えて考えることです。自分が高校生の頃はどうだったか？どんなことを言われて嬉しかったか？　悲しかったか？　傷ついたか？　を思い出してみましょう。

